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「がんばろう熊本！」
熊本地震で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

■ＣＯＮＴＥＮＴＳ■
★学校長あいさつ ★有明圏域社会資源マップができました！

「夢はみるものではなく 、叶えるもの」
校長 宮田寿光

タイトルの言葉は、昨年女子サッカー日本代表を引退された澤

選手が大事にされている言葉だそうです。夢という大きな目標は、

みるだけ、掲げるだけではなく、叶える、実現するためにあるの

だということを伝えるメッセージです。澤選手は、大きな目標を実現するため

に小さな目標を立て、一つずつ達成していくことが大事だとも話されています。

ワールドカップ優勝という夢実現には、そういう思いと努力があったんですね。

荒尾支援学校の大きな目標、夢は、児童生徒一人一人の現在及び卒業後の自

立と社会参加、豊かで幸福な生活の実現です。学校では、一人一人の夢実現へ

向けて、入学時から小中高一貫したキャリア教育に取り組んでいます。具体的

には、「かかわる」「きめる」「はたらく」の３つの観点から児童生徒の可能性を

引き出し、学校生活、家庭生活、地域生活などに自ら参加できる力を育成して

いくことです。「かかわる」とは、あいさつを基本とし、様々な人と場を共有し、

やり取りをする。また、そう努力することです。「きめる」は、いろいろな方法

で自分のやりたいことを選択、決定し、行動する。また、そう努力することで

す。「はたらく」とは、人や物などに働きかける。五感を働かせる。係から役割

遂行、仕事へつなげる。また、そう努力することです。小中高一貫教育の中で、

またそれぞれのライフステージにおいて、これらの観点に係る必要な力を身に

つけていくことが大切だと考えています。

学校生活においてはもちろんですが、家庭生活においても３つの観点を意識

され、学校と保護者、関係機関が一体となり、一貫性、連続性のあるキャリア

教育を行うことで、一人一人の夢が実現できるものと思います。「夢はみるもの

ではなく、叶えるもの」を合い言葉に今年度のキャリア教育、進路指導に共に

取り組んでいきましょう。

◆「障がい福祉サービス社会資源マップができました！」

■本校を取り巻く有明福祉圏域の自立支援協
議会では、このほど、社会資源マップを作
成しホームページで公開されました。

学校在学中からなじみの深い「放課後等
デイサービス」から、卒業後に利用する、
障がい者総合支援法に基づく福祉サービス
事業すべてが網羅されています。

■お住まいの市町に「どんなサービスを行う
事業所があるのか」「どんな特色があるか」
など、ご家庭でご家族で、福祉や進路のこ
とを検索してみてはいかがでしょうか。

■データは、玉名市のホームページから、す
べてＰＤＦファイルでダウンロードできる
ようになっています。学校ではすべてを印
刷した冊子も作成しています。ご覧になり
たい方は、遠慮なく進路指導部員までお申
し付けください。

■検索方法はこちら（ＰＣ、スマホから）

有明圏域 社会資源マップ 検 索

「有明圏域 社会資源マップ」と入力し クリック。

または直接 http://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/314/5827.html を入力

＜編集後記＞
◆本年度より、「旧 進路ニュース」は、「進路便り わーく

＆らいふ」へリニューアルしました。進路支援に当たって

は「ＷＯＲＫ（仕事）」と「ＬＩＦＥ（暮らし）」の総合的

なデザインが必要なことから、「児童生徒の幸せな人生を

サポートしたい」という願いを込めました。

◆記事に関するお尋ねやご意見、並びに、取り上げてほしい

記事等のご意見がありましたら、下記、各学習グループの

進路指導部員へお知らせください。

【小学部】雪野 【中学部】矢津田・村上

【高等部】谷口・原口・寺﨑 【重複学級】中田

※社会資源マップの一部↑↓


